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のメリット

左心耳閉鎖術とは
抗凝固薬(ワルファリンやDOAC)は心房細動患者さんの脳卒中リスク低減に有効な治療法です。

しかし、出血のリスクが高いなどの理由で抗凝固薬を続けることが困難な場合もあります。

左心耳閉鎖術は、上記のような患者さんの脳卒中リスク低減を目的とした代替療法です。

WATCHMAN FLXTM

左心耳

血栓

脳卒中の中でも、心臓由来の脳卒中は特に重症化しやすく、

その原因となる血栓の90%以上が左心耳（さしんじ）で形成されます。＊

心臓内で血栓を形成することが多い左心耳を、
WATCHMAN FLX™で閉鎖し脳卒中リスクを低減します。

WATCHMAN FLX™の臨床試験結果では、
96%の患者さんが約45日で服用を中止しています。

開胸せずに脚の血管からカテーテル（細い管）を挿入する為、
一般的に手術翌日から歩行が可能です。

WATCHMAN FLXTMは

左心耳を永久的に閉鎖し、

血栓の形成を抑えることで、

脳卒中のリスクを低減します。

❶ 脳卒中リスクの低減

❷ 抗凝固薬の服用中止が可能

❸ 体への負担を低減

＊ Blackshear JL., Odell JA. Annals of Thoracic Surg. 1996; 61: 755-759

医師による説明用

WATCHMAN FLXTM

経皮的左心耳閉鎖デバイス



閉鎖

どのような患者さんが対象ですか？

抗凝固薬を服用している患者さんのうち、出血リスクが高いなどの理由で
服薬が困難であると医師により判断された患者さんが対象です。A

Q

WATCHMAN FLXTMを留置するには、脚の血管に
小さい切れ込みを入れてカテーテル(細い管)を挿入します。1

抗凝固薬はいつ中止できますか？

手術後、原則45日間継続し、経食道心エコー検査で問題がなければ中止可能です。A
Q

どのような検査が必要ですか？

手術前に、心臓超音波検査、経食道心エコー検査、造影CT検査、
その他（採血や心電図など）を行います。A

Q

2 血管の中にカテーテルを通してWATCHMAN FLXTMを
左心耳まで運び、適切な位置で留置します。

3 手術は全身麻酔下で行われ、約1時間を要します。
WATCHMAN FLXTMを留置した患者さんは、一般的に手術の翌日から歩行が可能です。

4 手術後、左心耳の適切な閉鎖が確認されるまで抗凝固薬を服用します。
通常は手術後から約45日間服用します。

5 時間の経過とともに、留置されたWATCHMAN FLXTMの表面が
内皮化されることで左心耳が閉鎖されます。
※完全に閉鎖されるまでの期間や内皮化の程度には個人差があります。

Q＆A

WATCHMAN FLXTM

 による治療の流れ

※患者さんの状態に応じて、下記記載とは異なる場合もございます。最終的な判断は担当の医師が行います。
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